
１．はじめに
　２０１４（平成２６）年８月２０日未明，秋雨前線が広
島市北部を通過し，１時３０分から４時３０分にかけ
ての３時間に２１７．５mmの猛烈な短時間豪雨を観
測した（広島地方気象台，２０１４；気象庁，２０１４）。
これにより，安佐北区から安佐南区にかけて土石
流が多発し，９月１９日１６時現在で死者７４名の甚大
な人的被害となっている（広島県，２０１４；広島市，

２０１４；内閣府，２０１４；消防庁，２０１４）。広島市や呉
市では，１９９９（平成１１）年６月２９日にも梅雨前線
豪雨により死者３１名・行方不明者１名の人的被害
が発生しているが，今回の豪雨災害はこれを大き
く上回る甚大な被害となった（土木学会，１９９９；
山本ほか，２００２，山本，２０１４）。今回の豪雨では，
風化した花崗岩の「まさ土」が大量の降水や岩石
を含み土石流が住宅地を直撃し，とくに，安佐南
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Abstract

 　A heavy rainstorm caused by Akisame-front　attacked Asa-minami ward and Asa-
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区の八木地区ではほとんどの土石流危険渓流で土
石流が発生し，死者５２名と全体の７０％以上を占め
た。
　ここでは，大規模な土石流災害に見舞われた広
島市の安佐北区と安佐南区を対象に，豪雨の特徴
と土石流災害の概要を速報として報告する。

２．秋雨前線による豪雨の特徴
　２０１４年８月２０日３時の地上天気図（気象庁，
２０１４）と気象衛星「ひまわり７号」による赤外画
像（高知大学気象情報頁，２０１４）を図１に示した。
地上天気図を見ると，日本列島の南東に太平洋高
気圧，北西に秋雨前線が停滞し，湿った大気が高
気圧の周辺部を通って太平洋から豊後水道を通
り，広島湾へも流入しており，赤外画像では鮮明
な雲域を捉えることができる。
　秋雨前線の通過に伴い短時間で局地的に発生し
た集中豪雨の特徴を把握するため，気象庁が設置
するアメダスをはじめ，国土交通省の「川の防災
情報」，広島県土木局河川課が配信している「広島
県防災Web」で閲覧できる雨量計の観測データ等
に基づいて，高密度雨量観測網で得られる豪雨域
の発生から移動，停滞，終息までの時間降水量の
分布を図２（その１，その２）に示した。１９日１９
時（図なし）は，広島県西部全域で１０mm以下の
弱い雨を観測しており，２０時には大竹から広島市

南西部の海岸沿いに３０～４０mmの強雨域が出現
し，２１時にはやや弱まりながら北東方向に移動し
ている。２２時には広島市市街地の太田川三角州を
中心に４０～５０mmの豪雨を観測した後，２３時～２４
時かけては豪雨域が解消されている。しかし，翌
日の２０日１時には廿日市市津田から北広島町都志
見にかけての北東－南西の約５０kmの帯状に豪雨
域が出現しており，２時には東に約５km移動し
ている。この時間帯に見られる豪雨域は，筆者ら
が１９９９年６月２９日の広島豪雨の報告で示した範囲
とほぼ一致している（山本・他，２００２；山本，
２０１４）。３時には，豪雨域がさらに東に約５kmほ
ど移動し，今回の土石流災害に見舞われた安佐北
区から安佐南区にかけての長さ１０km，幅数km
のきわめて狭いエリアで，時間降水量８０mm以上
の猛烈な豪雨を観測しており，４時にはさらに中
心部で９０mm以上の豪雨のエリアが拡大してい
る。しかし，豪雨を降らせた降雨セルは５時には
北東に移動しながら弱まり，６時には終息してい
る。
　図２に示した１時間毎の分布図から，豪雨が観
測された２０日２時～４時を中心に，０時～６時の
６時間の積算降水量の分布を図３に示した。安佐
北区の三入地区から可部，安佐南区の八木・緑井
地区にかけての北東－南西の約１０kmの帯状に積
算降水量２００mm以上の豪雨域が観測されている。
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図１　２０１４年８月２０日３時の地上天気図（左）と気象衛星「ひまわり７号」による赤外画像（右）
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図２（その１）　８月１９日１９時～２４時の時間降水量（mm）の分布
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１００mm以上の強雨域も長さ３０km，幅１０kmに及
んでいるが，広島地方気象台や広島市役所が位置
（中区）する市内中心部では２０mm以下の少雨に止
まっている。このように，南北に１０km程度しか
離れていないにも関わらず，広島市の北部と市街
地の南部ではまったく異なった降水状況であっ

た。
　図３から，安佐北区から安佐南区にかけての豪
雨により土石流災害が集中した地域に限定して，
２０日１時～６時の時間降水量の分布を図４に示し
た。拡大した図４では，図２では明瞭ではなかっ
た豪雨域の移動を詳細に捉えることができる。１
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図２（その２）　８月２０日１時～６時の時間降水量（mm）の分布
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時，２時，３時と豪雨域が除き，南東に移動（約
６～８km/h）し，３時には安佐北区のJR可部駅付
近を中心に９０mm以上の豪雨を観測し，８０mm以
上の範囲も可部線とアストラムラインが交差する
緑井付近から安佐北区の大林にかけて，北東－南
西の長さ１０km，幅３kmの帯状の豪雨域が出現
し，４時にはやや北東に移動して９０mm以上の豪
雨域が拡大している。５時には豪雨域も収束して
北東に移動，６時には消滅（図なし）している。
　図４の時間降水量を積算した６時間積算降水量
（２０日０時～６時）の分布図を図５に示した。積算
降水量１８０mm以上の豪雨域は，安佐北区大林か
ら安佐南区緑井にかけての長さ１５km，幅５kmの
きわめて狭い範囲であったことがわかる。今回観
測された豪雨域は，１９９９年６月２９日豪雨災害の際
に土石流災害に見舞われた佐伯区の八幡川沿いに
設置された八幡橋気象観測所（日本道路公団広島
管理事務所が所管）の積算降水量（降り始めの８
時から終息する１８時までの１０時間）１９３．５mm，３
時間降水量１４４．０mmと比較して，今回の豪雨災
害に見舞われた地域に位置する可部アメダス，可

部国道出張所，高瀬雨量観測所（太田川工事事務
所），安佐北消防署，安佐南本署の雨量計におい
ては，積算降水量が７０～１１０mm，３時間降水量
も４０～７０mmと，今回の豪雨の半分ないし１/３程
度の降水量であったことから，土石流災害も発生
しなかったと推察される（山本・他，２００２；山本，
２０１４）。今回の土石流災害地における住民へのヒ
アリング調査では，１９９９年６月２９日に土砂災害が
発生しなかったため，今回も発生しないと考えて
いた住民も見られ，当時の正確な雨量情報を認識
しない状況で本豪雨とを比較していることが，避
難を遅らせた要因の一つにあることが示唆され
た。

３． 時系列で見た三入アメダスにおける
降水量と避難情報，災害発生状況の
推移

　今回，集中豪雨域のほぼ中央に位置する安佐北
区の三入の地域気象観測所（気象庁アメダス）に
ついて，降り始めの８月１９日１８時から豪雨が終息
した翌２０日の６時までの１０分間降水量とその積算
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図３　８月２０日０～６時の６時間積算降水量（mm）の分布
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図４　安佐北区から安佐南区にかけての８月２０日１時～６時の時間降水量（mm）の分布
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値，さらにその前後の時間降水量，気象庁の広島
地方気象台が発表した大雨洪水警報，広島市の災
害警戒本部・対策本部の設置，被害の通報等を時
系列的に図６に示した。
　通常，豪雨解析で使用される降水量の１時間値
をみると，１９日２０時に初めての降水のピークがあ
り，次にに３時から４時にかけて時間降水量が
８０mmと１０１mmの大きなピークがあることがわ
かる。筆者らは，短時間豪雨の状況をさらに詳し
く分析するため，１時間データの６倍のデータ数
の１０分間データを用いることが有効であるとして
おり，近年に発生した数多くの短時間豪雨でも用
いてきた（山本・他，２０１３；山本・他，２０１４a；
山本・他，２０１４b）。三入では２０時頃から２３時過ぎ
頃までに最大５．５mm/１０分間，平均で２mm/１０分
間程度のやや強い雨を観測しており，広島地方気
象台では２１時３６分に大雨洪水警報を発令し，広島
市ではその直後の２１時５０分に防災情報メールを送
信し，２２時には防災行政無線で住民に注意喚起を
している。

　２３時を過ぎると雨脚は弱まり，翌２０日１時まで
は最少の０．５mm/１０分間しか観測されていない。
しかし，広島地方気象台では豪雨が予想されたこ
とから翌日の１時１５分に土砂災害警戒情報を発令
し，直後の２１分には前日の２３時３３分に解除してい
た洪水警報を再度発令している。広島市では３２分
には防災情報メールで土砂災害への注意喚起を行
い，３５分には災害警戒本部を設置している。この
直後から雨脚は急激に高まり，１時５０分には
１４．５mm/１０分間の猛烈な雨を観測し，４時まで
の約２時間にわたり平均１５mm/１０分間の豪雨が
継続した。この間，最大１時間降水量は３～４時
で１０１．０mm，最大３時間降水量は１時３０分～４
時３０分で２１７．５mmを観測する猛烈な集中豪雨と
なった。市が防災情報メールと防災行政無線で大
雨の注意喚起したのは２時４１分と５０分で，大雨が
降り始めてからすでに１時間が経過していた。
　３時には累積雨量が１５０mmとなり，避難勧告
の基準となる「避難基準雨量」を越え，３時２１分
に安佐南区山本で住宅の裏山が崩れて２名の子供

２９９

図５　安佐北区から安佐南区にかけての８月２０日０時～６時の６時間積算降水量（mm）の分布
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が生き埋めになったとの１１９番通報があり，３０分
には安佐南区緑井で女性が土石流に流されて行方
不明との１１９番通報が消防署に寄せられている。
市役所が災害警戒本部を災害対策本部に格上げし
たのが３時３０分であり，４９分には気象台から安佐
北区で３時３０分までの１時間雨量が約１２０mmに
達したとして，記録的短時間大雨情報が発令され
ている。
　４時に入り，１分には安佐南区八木で民家が倒
壊して女性が生き埋め，同７分には同地区で３人
が生き埋め，１６分には安佐北区可部東でも４人が
生き埋めと，土石流災害が発生して住宅を直撃す
る被害が発生し始めている。広島市における避難
勧告に発令は，安佐北区可部などの５地区が１５
分，安佐南区の八木・緑井・梅林・山本地区では
３０分であり，雨量強度も５mm/１０分間と弱まって
からの発令であった。
　以上のように，時系列的に降水量と大雨洪水警
報，広島市の災害警戒本部・対策本部の設置，被
害の通報等の状況を見ると，短時間豪雨の予測精
度が十分ではなかったため，避難勧告の発令が遅
れたものと考えられる。最初の発令の４時１５分に

は，すでに１０分間雨量も５mm程度までに収まり
はじめ，豪雨域が北東方向に移動している時間帯
であった。
　以上のように，わずか２時間強ではあるが，瀬
戸内海の広島湾から太田川三角州へ北東方向に吹
き付けた湿った大気が中国山地の山据を上昇にて
次々と積乱雲を発達させ，短時間豪雨が降り続い
たものと考えられる。なお，今回の豪雨は，積乱
雲が風上で繰り返し発生して風下では雨が降り続
ける「バックビルディング現象」によることが指
摘されている。本現象については，広島市の東西
に設置されたXバンドMPレーダ，国土交通省や
広島県等の高密度雨量観測網による雨量計実測
データ，JAXAとNASAが共同開発し，本年２月
に打ち上げられた全球降水観測計画主衛星（GPM
主衛星）に搭載された二周波降水レーダ（DPR）
とGPMマイクロ波放射計（GMI）等を用いて解
析を試みる予定である。

４．土石流発生地域における被害の特徴
　今回の土石流発生地域と降水量との関係を詳細
に見るため，図５に示した２０日０時から６時まで

３００ 

図６ ８月１９日１８時から２０日の６時までの三入（アメダス）の１時間・１０分間降水量とその積算値，防災情
報の時系列情報
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の積算降水量の図を拡大してGoogle Earthに重
ね，さらに国土地理院が空中写真より判読した土
石流堆積域（国土地理院，２０１４）を赤色で描いた
ものを図７に示した。南西の広島湾から北東方向
に湿った大気が継続的に流入し，太田川が中国山
地から三角州に流れ下る可部地区の頂点付近で収
束し，中国山地の斜面に沿って次々に積乱雲が形
成され，豪雨が本地域で継続していたことが，立
体的な地形からも推察することができる。積算降
水量が１８０mm以上の範囲が赤色，２００mm以上を
紫色で示しているが，赤色の土石流の発生してい
る箇所と豪雨域がほぼ一致していることが明瞭に
わかる。
　産業技術総合研究所 地質調査総合センターか
らは「日本シームレス地質図」がWebで提供され
ており，図７と同様に土石流堆積域の写真判別図
（国土地理院，２０１４）を用いて，該当する地域の日
本シームレス地質図に重ね合わせたものが図８で
ある。赤色で示した土石流発生箇所は，ピンク
色・深ピンク色で示された後期白亜紀に生成され
た花崗岩質の深成岩（新期領家花崗岩類）の分布
域とほぼ一致していることがわかる。この花崗岩
が風化して出来たまさ土が多量の降水等を含み，
土石流となり急勾配を流下し，扇状地に開発され
た住宅地を直撃したものと考えられる。
　今回の土石流災害は花崗岩質の岩相が分布する
地域に短時間で大量の雨が降ったことにより発生
したもので，前述した１９９９年６月２９日の広島・呉
豪雨災害（山本・他，２００２；山本，２０１４）をはじ
め，近年では２００９年７月の防府市の土石流災害
（死者１４人，全壊家屋３０棟）（山本・他，２０１１）と，
いずれも前線の伴う集中豪雨により甚大は人的・
物的被害が発生している。ただし，八木地区の災
害調査では急峻な谷の上部はジュラ紀付加体の岩
石で，花崗岩との接触による変成作用により硬い
岩石に変化している。また，可部東地区の災害現
場では，東側に分布する後期白亜紀の高田流紋岩
と接していることから，高田流紋岩類の崩壊によ
り発生した２０１０年７月の広島県庄原市北部の土砂
災害（花岡・他，２０１２）とも比較を行いながら，
詳細な解析が必要である。

　本豪雨災害による人的・物的被害の状況を表１
に示した（広島県災害対策本部，平成２６年９月１９
日１６時００分現在）。土砂災害による死者は７４人に
達しており，きわめて狭い範囲に降った集中豪雨
による人的被害としては，近年には類を見ない被
害である。とくに，安佐南区の八木三丁目では土
石流により死者４１人の人的被害が発生しており，
直撃した土石流による住家被害の凄まじさが現れ
ている。人的被害は本地区を中心に北東－南西方
向に徐々に減少しており，局地的な集中豪雨によ
る土石流の発生状況を物語っている。住家被害
は，安佐南区で全壊１００棟，半壊８４棟と２００棟近く
に達し，勾配が緩やかになるJR可部線・県道２７０
号線をも越えて土砂を含む流水が達しており，床
上浸水９６８棟，床下浸水２，０３８棟の計３，０００棟もの
被害が発生している。
　安佐北区では全壊３２棟，半壊３８棟と南区と比べ
て少ないものの，豪雨により太田川に流れ込む支
流の根谷川の氾濫により可部地区の中心部で浸水
被害が発生し，床上浸水３３０棟，床下浸水７５８棟の
計１，１００棟に上る被害が生じている。両区以外に
も一部損壊，床上・床下浸水等の被害は隣接する
広島市西区および安芸高田市等で見られたもの
の，その被害はわずかであった。
　筆者らは，安佐南区を対象に土砂災害危険箇所
内における宅地建物の総面積と増加率の分析を行
い，１９６０年後半から１９８０年初めにかけて増加率が
急増し，災害が発生しやすい場所への宅地開発が
進んでいることを明らかにしている（矢野・他，
２００２）。さらに，傾斜角別宅地建物のデータ数を
分析し，１９７０年後半から勾配が急な宅地建物が増
加し，土石流被害を受けやすい箇所への宅地造成
と建築が増加していることを報告している。これ
には，高度成長期における一戸建て住宅の購入を
望む階層が急増したことが要因の一つに上げられ
る。これにより，土砂災害に遭遇するリスクが増
加していることが裏付けられた。
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図７　Google Earthを用いて示した積算降水量（２０時０時～６時）と土石流堆積域の分布

図８　日本シームレス地質図と土石流堆積域の重ね合わせ図
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５． 土石流発生地域における土地利用の
変遷から見た被害の特徴

１）安佐南区八木三丁目の事例
　ここでは，土石流による住宅被害の大きかった
安佐南区の八木三丁目を対象に，国土地理院の空
中写真（１９４７～１９４８年は米軍が撮影）を用いて土
地利用の変遷，とくに高度成長期における宅地開
発の状況から見た被害の特徴を分析する。写真１
から写真６には，安佐南区八木三丁目における
１９４７（昭和２２）年～１９４８（昭和２３）年，１９６２（昭
和３７）年５月，１９６９（昭和４４）年５月，１９７４（昭
和４９）年１２月，１９８８（昭和６３）年１０月，２００９（平
成２１）年４月の計６枚の写真を示した。１９４７（昭
和２２）年～１９４８（昭和２３）年を見ると，１７６８（明
和４）年に太田川からの取水を目的に完成した八
木用水が北東から南西に流れており，本用水から
古川（旧太田川），現在の太田川までの低平地には
水田が広がっている。この地域では，洪水により

幾度となく浸水被害が生じていることから，自然
堤防に集落が存在するのみでリスク回避から住宅
は建設されておらず，太田川洪水時の遊水地とし
ての機能を保持している。八木用水から山裾にか
けての扇状地には農家が点在しており，のどかな
里山の風景が広がっていたことが想像できる。今
回の豪雨により土石流被害に見舞われている県営
緑丘住宅は未開発の状況であるが，戦後数年で既
に県営梅林住宅は団地開発が完了している。低平
地を横切るJR可部線は，１９０９（明治４２）年に開
通し，並行して県道２７０号線（本路線は佐東バイパ
ス開通前（１９６９年（昭和４４年）以前）は国道５４号）
が走っており，広島市中央部へのアクセスも便利
であることから，宅地開発が終戦後の早い時期か
ら進められたものと推定される。
　写真１から約１５年が経過した１９６２（昭和３７）年
の写真２では，今回の豪雨により土石流被害に見
舞われている県営緑丘住宅はすでに建てられてい

３０３

表１　人的・物的被害の状況（広島県災害対策本部，平成２６年９月１９日１６時３０分現在）

（非住家被害）物的被害（住家被害）人的被害
その他床下浸水床上浸水一部損壊半壊全壊負傷者死者
（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）（棟）軽傷（人）重傷（人）（人）
１７５８３３０７２３８３２６３６広島市　安佐北区

１（内訳） 大林三丁目
１　　　　三入四丁目

１　　　三入南二丁目
１１　　可部町大字桐原

１１　　　可部東二丁目
４１３　　　可部東六丁目

１２，０３５９６８９２８４１００３０５６８広島市　安佐南区
１２１４１（内訳）　八木三丁目
５１０　　　　　　四丁目
２１　　　　　　八丁目
４１９　　　　緑井七丁目
７３５　　　　　　八丁目

２　　　　山本八丁目
３１８２７１広島市　西区

１広島市　中区
１広島市　安芸区

１４１安芸高田市
１三次市

３福山市
５２，８２８１，３０１１７４１２２１３３３６８７４合計

注１）人的・物的被害の内訳は，広島県災害対策本部資料を参照
注２）その他は，消防庁内閣府，広島県，広島市の資料を参照
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写真１ 安佐南区八木三丁目における空中写真
（１９４７（昭和２２）年～１９４８（昭和２３）年
撮影）

写真３ 安佐南区八木三丁目における空中写真
（１９６９（昭和４４）年５月２１日撮影）

写真４ 安佐南区八木三丁目における空中写真
（１９７４（昭和４９）年１２月２３日撮影）

写真５ 安佐南区八木三丁目における空中写真
（１９８８（昭和６３）年１０月８日撮影）

写真６ 安佐南区八木三丁目における空中写真
（２００９（平成２１）年４月３０日撮影）

写真２ 安佐南区八木三丁目における空中写真
（１９６２（昭和３７）年５月２６日撮影）
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るが，土石流が発生した後背の山里は，この時点
では開発がまだ進んでいない。しかし，県営緑丘
住宅に挟まれた土石流危険渓流（小原山川）には
前後の２ヶ所ですでに住家が建てられている。
　さらに７年後の１９６９（昭和４４）年の写真３では，
県営緑丘住宅に隣接する北東の山を切り開いて梅
林台団地が開発されており，住宅が立ち始めいて
いる。県営緑丘住宅に挟まれた土石流危険渓流
（小原山川）の上流では里山を切り開いて住宅地の
開発が準備されている。そして，その５年後の
１９７４（昭和４９）年には開発された住宅地に住家が
立ち始めている。県営緑丘住宅に挟まれて残って
いた小さな雑木林は駐車場として転用されている
（写真４）。駐車場の脇には幅約１mの水路は流れ
ているが下流では暗渠となっている。さらに１４年
後の１９８８（昭和６３）年には，開発された住宅地で
はほぼ住家の建設が終わっている（写真５）。ま
た，県営緑丘住宅は建て替えが行われている。写
真６は２００９（平成２１）年の空中写真を示したが，
５年前の写真ではあるが被災時の状況を表してい
るものと考えられる。
　写真７には，今回の土石流災害直後（８月２８日）
に国土地理院により撮影された空中写真を示し
た。図７にも赤色で示されているが，小原山川の
土石流危険渓流を始め，幾つもの渓流で土石流が
発生して住宅地に流れ込んでおり，住宅の倒壊が
確認できる。アジア航測（株）では，災害当日の
８月２０日に斜め写真を撮影しており，災害前の写
真６（拡大，左）と並べて写真８に示した。開発
された住宅地の上部から土石流は流れ下り，中央
部の住宅地を直撃（赤枠が全壊，ピンク枠が半壊
で，目視判読）して土石流が２つに分かれて県営
緑丘住宅の脇を沿って駐車場を下っている。下手
の住宅地では合流した土石流が直撃し，全壊住家
も見受けられる。なお，右の斜め写真に示された
数字は写真９～１１の撮影場所と方向を示してい
る。
　写真９～１２は筆者らが災害発生翌日の２１日に撮
影した安佐南区八木三丁目における現地の被害状
況である。写真９は，扇状地の中央を流下した土
石流を下流から上流を撮影したもの（下）と２０１３

年１１月に撮影されたストリートビューの映像（上）
である。急勾配の斜面を土石流が流れ下り，勾配
が緩やかになった扇状地の頂部では多くの木造住
宅では建物全体が押し流されたり，一部が土石流
で大きく損壊する被害が発生した結果，本地区の
八木三丁目では死者４１名の甚大は人的被害となっ
た。しかし，写真１０に示したように両脇に建設さ
れた県営緑丘住宅は１階を中心に大量の土砂が流
れ込んではいるものの，RC造のため建物本体へ
の影響は大きくは認められず，負傷者の発生のみ
に止まっている。写真１１は，西側から土石流が流
れ下った駐車場付近の現場を撮影しているが，大
きな岩石も多数確認され，風化花崗岩によるまさ
土と大量に降った降水以外に，花崗岩とは異なる
ジュラ紀付加体の岩石も認められており，今後は
地質・地形・湧水調査，崩壊岩塊・風化状況調査，
透水性調査等による原因解明が必要である。な
お，中央左手には洪水災害の際に指定されて平屋
RC造の避難所である集会所が写っている。土石
流の直撃を受けて半壊の状況ではあるが，建物本
体への影響は認められていない。写真１２は，県営
住宅の東２００mに位置する光廣神社の山手で発生
した土石流の流下状況である。大量の土砂が削り
取られて流下しており，一部で露頭が出現してい
ることがわかる。
　図９には，広島市が作成した広島市（梅林地区）
の「洪水ハザードマップ」を示した（広島市，
２０１４）。洪水ハザードマップの名称で一級河川の
太田川沿いの低平地において予想される浸水深を
色分けして示しており，避難場所，集会所，消防
署，水位観測所なども記入されている。さらに，
土石流危険渓流（茶色），急傾斜地崩壊危険箇所
（緑色）も同時に示されており，洪水災害だけでは
なく土砂災害も包括した「防災ハザードマップ（防
災避難地図）」の形式となっている。指定されてい
る土石流危険渓流は，いずれも扇形の地形を呈し
た「扇状地」であり，今回の豪雨で発生した赤色
の土石流堆積域とほぼ一致している。図中の００３
は「県営緑丘住宅集会所（八木三丁目）」，００９は
「緑井保育園（緑井八丁目）」で避難場所に指定さ
れているが，いずれも土石流危険渓流の指定地内
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写真７ 安佐南区八木三丁目における空中写真
（２０１４（平成２６）年８月２８日撮影）

写真８ 写真６（２００９（平成２１）年４月，左）と今回の土石流
災害直後（８月２０日，右）に国際航業（株）により撮
影された空中写真の比較（右の写真中の番号は，写真
９～１１の撮影場所を示す）

写真９ 安佐南区八木三丁目における土石流被
害の状況（２０１４年８月２１日撮影）と２０１３
年１１月に撮影されたストリートビュー
の映像

写真１０ 安佐南区八木三丁目における県営緑丘
住宅８号棟および周辺の土石流被害の
状況（２０１４年８月２１日撮影）

写真１１ 県営緑丘住宅に挟まれた渓
流沿いにおける土石流被害
の状況（２０１４年８月２１日撮
影）

写真１２ 県営緑丘住宅の東２００mに位置する光
廣神社の山手で発生した土石流の流下
状況（２０１４年８月２１日撮影）
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に位置し，前者の地区では死者４１名，後者は死者
５名が発生している。特に，前者の集会所は前述
した写真１１の中央左手に見られる平屋の建物で，
RC造のため土石流の直撃を受けても半壊の状況
で流されはおらず，避難者も重傷の被害に止まっ
ている。しかし，本集会所は洪水ハザードマップ
では避難所として指定されてはいるものの，土砂
災害時の避難所には指定されていない。また，安
佐北区可部町桐原の山田自治集会所では，土石流
で集会所が流失しており，近隣の住宅から避難し
た住民が死亡する人的被害が発生している。この
ように，今回の災害では土砂災害時には指定され
ていない避難所への避難が行われているケースが
あることから，災害種別ごとの避難場所を住民に
わかりやすく知らせるなどの検討が必要である。
　広島県では，２００２年から「土砂災害ポータルひ
ろしま（旧：広島県土砂災害マップ）」をインター
ネット上に整備し，土砂災害の危険がある箇所や
避難所等を，インターネットの地図上で確認でき
るハザードマップを提供している（広島県，
２０１４）。現在，避難所となっている広島市立梅林
小学校は，被害想定地域を外れているが，太田川
の洪水時における浸水想定区域に指定されてお
り，本地域は低平地が浸水想定区域，山側が土石
流危険渓流の指定を受けており，両地域の指定を
受けないエリアはきわめて狭いことがわかる。図
１０には，国土地理院の治水地形分類図（広島市（梅
林地区））を示したが，黄色に塗られ点々が描かれ
た範囲が扇状地で，山麓堆積地形と合わせて過去
に土石流が幾度となく堆積して形成された地形で
あると言える。
　図１１には，大規模な土石流が発生した八木三丁
目を対象に，尾根部分の土石流発生地点Aから国
道５４号線の低平地Bまでの約１，３００mについて，
標高断面と傾斜角を示した。Aの山頂部分の標高
３５０m～２５０m付近は比較的なだらかであるが，
土石流が流下した県営緑丘住宅の山麓Cは標高
２５０mから７０mへと一気に下っており，傾斜角も
最大で３０度を超えていることがわかる。Cからは
傾斜角は１０数度から徐々に小さくなっているもの
の，１０～５度程度の勾配があり，急傾斜地を流れ

下った土石流はこの扇状地形に建てられた住家を
巻き込みながら低平地へ下ったものと推定され
る。

２）安佐北区可部東六丁目の事例
　次に，土石流被害が大きかった安佐北区可部東
六丁目についての事例を紹介する。写真１３～１５に
は１９６２（昭和３７）年，１９７５（昭和５０）年および被
災前の２００５（平成１７）年の空中写真を示した。今
回土石流が発生した地域は，１９６２（昭和３７）年の
写真では森林や水田等で里山環境が維持されてお
り，住家は写真左端の集落しか見当たらない。し
かし，１３年後の１９７５（昭和５０）年には大規模な宅
地開発がすでに開始されており，住家も建ち始め
ていることがわかる。また，森林内には林道も整
備されている。さらに３０年後の２００５（平成１７）年
には中央部の新建団地の住家建設は終わってお
り，写真左手から上（北東）へ走る道路沿いに住
宅が建てられている。ただし，中央部の売れ残っ
たと思われる宅地は雑木林となっている。写真１６
には，土石流災害直後の８月２８日に国土地理院が
撮影した空中写真を示したが，大規模開発された
新建団地や団地北側の道路沿いの住宅地の背後山
地では多数の箇所で土石流が発生しており，四方
から住宅地へ土石流が流れ下っていることがわか
る。
　写真１７～２０は筆者らが災害発生翌日の２０日に撮
影した可部東六丁目における現地の被害状況であ
る。写真１７では，土石流の直撃を受けた住宅が押
し流され，道路を越えて下手の住宅にぶつかって
止まっている。ここでは，本住家に住む住民２名
と救助中の消防署員１名の計３名が亡くなってい
る。この新建団地では，写真１８のように団地内は
土石流の直撃を受けていない住宅も見受けられる
が，約１０数度の急勾配の道路を伝って流下してい
る土砂の痕跡が確認できる。写真１９に示した傾斜
が緩やかになった団地入口の扇状地の末端部分で
は，団地内を土石や流木が大量に流れ下って集積
している。大量の水が豪雨から１日半を経過して
も流れており，豪雨による土石流の凄まじさを物
語っている。写真２０は，大量の流水により洗掘さ

３０７
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図９　広島市（梅林地区）の「洪水ハザードマップ」

図１０　広島市（梅林地区）の「治水地形分類図」
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図１１ 大規模な土石流が発生した八木八丁目における土石流発生地点から国道５４号線までの標高断面と傾
斜角の関係

写真１６ 安佐北区可部東における空中写真
（２０１４（平成２６）年８月２８日撮影）と斜
め写真（毎日新聞社撮影）（数字は，写
真１７～２０の撮影場所を示す）

写真１４ 安佐北区可部東における空中写真
（１９７５（昭和５０）年３月４日撮影）

写真１５ 安佐北区可部東における空中写真
（２００５（平成１７）年６月１４日撮影）

写真１３ 安佐北区可部東における空中写真
（１９６２（昭和３７）年５月１６日撮影）
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れた団地内の道路の断面であるが，下層に過去の
土石流の痕跡と推定される大量の石の堆積が目視
でも確認できる。

６．おわりに
　今回の豪雨災害では，文部科学省の平成２６年度
科学研究費補助金（特別研究促進費）の交付が決
定しており，筆者が研究代表者となり，２９名に研
究者により「２０１４年８月豪雨により広島市で発生
した土石流災害の実態解明と防災対策に関する研
究」を実施する。ここでは，「①短時間豪雨を発生
させたバックビルディング現象の解明（気象グ
ループ）， ②土石流源頭部の地形・地質特性およ

び崩壊メカニズムの解明（地形・地質グループ），
③堆積土の力学特性および流動メカニズムの解明
（地盤・流動グループ），④時系列的事象変化に着
目した災害情報ならびに避難の実態検証と短期間
大雨時における夜間の避難行動のあり方に係る提
案（災害予測グループ），⑤土地開発規制等に関す
る検討（防災情報グループ）」の５つの課題を設定
している。本研究組織の構成員は，土木学会，砂
防学会，地盤工学会，日本応用地質学会，日本気
象学会，日本自然災害学会，日本災害情報学会な
どの学会会員が中心で，自然災害研究協議会の中
国地区部会（２０１４年４月設立）が中核となり，学
会間・文理研究者の連携・融合を図りながら研究

３１０ 

写真１７ 土石流の直撃を受けた住宅の状況（安
佐北区可部東六丁目，２０１４年８月２１日
撮影）

写真１８ 土石流被害を受けた団地内における道
路勾配の状況（安佐北区可部東六丁目，
２０１４年８月２１日撮影）

写真１９ 扇状地の末端部分における土石流の状
況（安佐北区可部東六丁目，２０１４年８
月２１日撮影）

写真２０ 大量の流水により洗掘された箇所の断
面（安佐北区可部東六丁目，２０１４年８
月２１日撮影）
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調査を実施し，翌２０１５年の梅雨期までには研究成
果を社会へ還元することを目指している。
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